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こうほう
博物館

◎町民会館ミニギャラリー
　4月　絵手紙ひかりの詩
　5月　展示なし

◎文化会館ロビー展
　4月　アート押し花クラブ
　5月　展示なし

◎サビア展
　4月　華舟会
　5月　展示なし

◎銚子商工信用組合展
　4月　展示なし
　5月　展示なし ▲橋場放光院の石のお大師様
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